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チ ョツト*ひ とこと

4月23日 から 「北海道自然保護協会」に事務局員 として勤め

自 させて もらうことになりました飯原慶子 と申します。 どうぞよ1

己

紹

介

う しくお願いいた します。約2ケ 月が過 ぎ、 『自然保 護i協会 で

す』 と出る電話の一声が、 よ うや く滑 らかになったかな(?)

といった ところです 。道内 をは じめ全 国にいる会員 さんや外部

と繋が る協会 の窓口である電話 には、で きるだけ親切 に明 る く対応す ることを心掛け

ているつ も りですが、果た してそ うなってい るか どうか 、皆 さん どうぞ ご指導 をお願

いいた します。

い ・季節の 自転車通勤は素敵 なめ ぐり会いが あって、心豊 かに させ られてい ます 。

JR高 架下の 「桜の道 ・紅葉の道 ・木の実の道」毎 日通 ります が、そ よぐ風 に散 る桜

の花 び らシャワー を浴びた り、 日毎 に濃 くなってい く木 々の緑 が 目に優 しくて、つい

立ち止まり深呼吸 してしまいます。前の職場(北 海道大学)は 緑の中に在 り幸せな環境で した

が、協会事務所の窓にも植物園の緑が拡が り、ビルか ら一歩外 に出るとそこは西18丁 目まで

「小大通 り」 と呼ばれるグリーン遊歩道が続いています。お昼休みに一周す ると、 さて何歩 に
ワ

なるか しら、万歩計 を着けて歩 こうと決意 しています。決意など大袈裟 と思われそうですが理

ケ

由があ ります。 この5年 間で体重 が2桁kg増 えて しまったのです 。右足膝 の皿 を割 ったこ とも

あ りますが、何 と云 って も運動不足 が最大の原因なのです。総会 の日、暫 く振 りで会っ

た方か ら 『前 は細か ったです よね。』 って云 われて しまい ました し、 新 しい環 境 、心

飯 こ
も新 たにウ ォーキ ングを しよう と決意 したのです 。つ まらない ことを長々 と書 いて し

まいました・社会的に議 のある仕事で年金生活の足 しにできればと考えてレ'ました 原 箋

ので 、この職場 を大切 に してい きます 。豊 かな人材 のボ ランテ ィアによって支 えられ

ている協会の前進 とともに、私 も成長 していきたいと願っています。会員の皆さんが 慶9

気軽 に事務所 に立ち寄って くださることを心からお待ちして、自己紹介の一端 とさせ1鉱

て頂きます.デ
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おもうこと

事務局長の勤務を終えて

山 辺 巌

去る5月26日 の通常総会において、俵会長より事務局長を退職 した旨の紹介があ り、会員の

皆様から労いの拍手をいただいた瞬間には、8年 間に亘る勤務 を全うすることが出来た感激の

思いで一杯で した。

振 り返ってみます と、私は協会の事務局長に就任 したときは、自然保護、自然環境の育成に

は全 くの素人でした。「ダム」は住民が生活 してい くための水瓶 として建設 は当然であ り、河

川は、水害による修復のため、石垣の樋のような工事の在 り方についても、疑問すら持ってい

ませんで した。 したがって、協会内の立場で仕事をして、始めて今 までの観念が大きな誤 りで

あったと深 く反省 したもので した。一度頭のなかを空に して、「自然環境」は どうあ らねばな

らないのか、その自然環境を保つためにはどのようなことが必要なのかを勉強しました。幸い

にも事務室には数多 くの立派な図書や資料が保管されてお ります し、各分野で活躍 されている

専門家の先生が協会の理事ですので、いろいろと教えていただいたもので した。

事務局の仕事は多岐多様にわたっており、毎 日が 目の回るような忙 しい 日々です。私の信条

は、仕事 に追い回されるな、仕事 を追いかけろでしたが、物事はそう易々とはいかないもので、

一寸ペースが狂うと見る間に仕事が溜まってしまいます。まして現在は協会の財政上一人勤務

体制ですか ら、一層の努力 と関係理事との緊密な連携が必要となっています。

楽 しい想いで も沢山ありますが、中でも今年で8回 目を迎える夏休み自然観察記録 コンクー

ルの素晴 らしい作品。市内中学生のグループが協会を訪れて、畠山副会長を囲んで自然環境の

大切さを勉強 し、又来ますと言って帰った姿。多 くの小学生 との、植物や動物などについて電

話での応答など。この子供達が成長 して自然環境を護る立派な後継者に育ってくれることを想

像すると、協会に勤務で きた幸せをひしひしと感 じたもので した。

最後に、在職中にお寄せいただいたご指導、ご援助、ご協力を深 く感謝 し、お礼申し上げま

す。

以 上
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自然にう1いて

ヒダカソウの現状から考える希少植物保護

副 会 長 佐 藤 謙

はじめに

また素晴 らしい花の季節になった。 しか し、6月 になってヒダカソウの盗掘情報が飛び込ん

だので、16～17日 に現地にでかけた。ロープで囲い込まれた保護地に、数ケ所の穴が空いてい

るのが歩道から確認された。この盗掘は、小規模に見えたが、監視の 目を盗んだ盗掘がいまだ

に止まないことを物語っている。このように、この夏もまた、私は希少植物が減少あるいは絶

滅に向かっている悲惨 な現状を思い知 らされてお り、その実態を把握する 「負の記録」を続け

ている。

アポイ岳のヒダカソウは、たび重なる盗掘によって、全体に個体数が著 しく減少 しただけで

はなく、開花で きる成熟個体が激減 している。いわば、子供だけの集団になって、それらが成

熟するまで しばらく子供が増えない、歪(ゆ が)ん だ集団構造 となっている。今は、時間をか

けてヒダカソウを見守っていかねばならない状況にあるのに、上記の盗掘は、子供のヒダカソ

ウまで対象にし、実際の生育地において自然な集団に回復するのを妨げているとしか言えない。

今回の盗掘は、ヒダカソウを壊滅させる 「追い打ち」であ り、何 とも悲 しい現状である。

実効ある保護対策を考 えよう

今の対策として、一つは、実際の生育地における研究を進めて、それに基づ くそこでの回復

策を講 じること、もう一つは、その対策が一般市民に理解されること、第三には、私たち市民

が希少植物 との付 き合い方を改めて考えてみることが大切だ と思っている。具体的に何が必要

なのか、とくに最後の項 目を中心に私が感 じるところを以下に述べ よう。

監視員の方 との調査登山中に、「ヒダカソウが どこにあるのか」 という一般登 山者の質問が

監視員に相次いだ。アポイ岳、すなわちヒダカソウと考えて、それを見なければ気が済まない

登山者が多いと感 じた。現状は、ヒダカソウ生育地のほぼ中心に三方向に交差する歩道が設け

られてお り、歩道沿いにヒダカソウ(多 くが花を付けない子供たち)を 見ることがで きるが、

多 くの方は見逃 しているのかもしれない。

しか しながら、私は、この歩道を生育地の周辺に移動することによって、ヒダカソウの自然

な回復がよりスムーズに進むように考えている。ヒダカソウにとって肝心な場所を歩道に利用

するのは間違いと考えるのである。あるいは、ある一定期間、このコースを立ち入 り禁止に し

た方が良い とも考えている。以上は、現段階の個人的意見であるが、逆に 「衆人監視」ができ

なくなるか ら歩道を利用 しないのは盗掘の危険を増大 させるという考えがあるかもしれない。

今や、関係者一同、皆で知恵を出し合い、実効ある対策を講 じる時期にあると思 う。

そうした場合、一般登山者は、登山中に必ずヒダカソウを見なければならないのだろうか。

アポイ岳のどこかで回復途上にあること(公 的機関が責任を持って回復させていること)を 想

いながら登 ったって良いのではないか、または自然な集団として十分に回復 したときに公開 さ

れて も良いのではないかとも思っている。このように、実際の生育地における実効ある保護策

を考えてい くと、多 くの人々の考え方が非常に大事になって くる。
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自然について

他方、一般の人々がヒダカソウを見る ・知るためには、低地 ・保護i地域外に公的機関による

植物園が設けられる必要があるか もしれない。知 りたい欲求は実際の生育地から離れた場所で、

保護策は実際の生育地で、それぞれの 目的を果たす と考えるのである。

保護 と栽培利用に関するジレンマから脱 したい

ヒダカソウは、アポイ岳に限られた固有種であ り、自然公園法(日 高山脈襟裳国定公園)、

文化財保護法(国 指定特別天然記念物)、 森林法(道 有林)な どの法律 によって守られて きた

はずであるが、実際の生育地からの盗掘を止めさせることができなかった。今は、支庁や道有

林に委託された監視員がおられ、実際に監視する努力は並大抵のものではないと思うが、実際

の生育地をさらに悪化させることはできない瀬戸際の段階ですら、監視の目をくぐるプロやマ

ニアがなくならない状況にある。

何故、希少植物の盗掘が止まないのだろうか。今春、札幌市のある園芸市でヒダカソウの鉢

植えが売 られていた。ヒダカソウは、一方では保護i地域 ・実際の生育地で絶滅方向に向かい、

他方では保護i地域外で普通に販売 ・流通されている。実際の生育地で保護 し、盗掘を防ぐため

には、上記の二点を併せて総合的に判断する必要があると考える。「栽培 ・流通品」 が高価な

ままであること、「山採 り品」の方が綺麗 と感 じる方が多いこと、盗掘された 「山採 り品」が

いったん保護i地域外に出ると 「栽培 ・流通品」 と区別ができないこと、普通の人は二、三年で

枯らすこと、過去の盗掘を取 り締 まれないことなどによって、盗掘が止 まないと理解している。

すなわち、栽培は、現在の盗掘と無関係で違法でな くても、希少な植物ほど栽培 したいと思う

限り、間接的に盗掘に関与 していると思う。

この3月 に制定 された北海道希少野生動植物保護条 例は、北海道の希少植物に関 して、栽培 ・

流通を規制することに重点を置いていると感 じる。それは、栽培 ・流通業者 を盗掘 しない良心

的な業者だけに絞ろうという考えである。今後、法の施行までに希少植物とその中の栽培 ・流

通を規制する植物の選定が行われていく段階にある。しか し、「山採 り品」と 「栽培 ・流通品」

の区別がつかない植物が、もしも、その栽培 ・流通が認められるなら、実際の生育地での盗掘

対策はどうなるのか、問題は解決 しないままになると感 じている。一つの大 きなジレンマであ

るが、実際の生育地保護iを中心に考えねばならない。

ちなみに、自然公園法には保護iと利用 という二つの目的があり、リゾー ト法以来、「利用」

が重視されている。文化財保護法は、保護中心である法の精神から外れたと思われるほど 「活

用」が重視 されている。希少植物の悲惨 な現状において、それらを守るはずの上記法律におい

ても 「利用」や 「活用」の計画がなければ政府予算がつかないというが、「保護」 しなければ

「元 も子 もな くなる」状況がある。北海道の条例においても、希少植物の 「保護iと栽培利用」

の二面性が、その保護iに関して同じ危険性をはらんでいる。
一方では

、法律に頼って保護iしたいと思うが、他方では、法律の実効性に関する不足部分を

どのようにして補うべきであろうか。私たちは、「希少な植物ほど栽培 したい」 と思 うのでは

なく、「希少な植物ほど野にそっと置け」 とすることができないのだろうか。すべての植物 を

庭に置こうとしなくても良いのではないか。実際の生育地で 自然状態まで回復で きたときに再

び会いに出かけるというのはどうだろうか。今は、そのような、私たち市民の考え方が大 きく

問われている時代だと思 う。
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2001年 度 通 常 総 会 の 報 告

2001年 度の総会は、5月26日(土)13時30分 か ら約2時 間、かでる2・7で 開催 されました。

議長には、熊井康允氏が選出され、伊達佐重議事運営委員長 より、総会成立(委 任状543名 、

出席者60名)の 宣言があ り、総会が始 まる。今年の総会は、議事運営委員長の議事 日程説明後

に、即、会員 より 「議案討議は短 く、会員の話 し合う時間を多 くしてほ しい」との提案もあ り、

議案討議はスムーズに。

俵会長は挨拶で、2001年 ・世紀の転換期の始めの総会を有意義な会に、自然保護i・i環境問題

は時代と共に価値観 も変化する。10年 前の重点はリゾー ト開発 ・ゴルフ場開発問題だった。数

年前は士幌高原道路問題 ・千歳川放水路問題に取 り組み、そして今は日高横断道路問題と取 り

組んでいること。事務局体制 も変わる。会費はできるだけみなさんの目的にかなうように、事

務経費はできるだけかけないように考えたいと話す。

1号 議案は会場の拍手をもって承認され、2号 議案の事業計画では、 ・北方四島 ・領土問題

について。 ・センス ・オブ ・ワンダーの上映について。 ・会員の証明書について。 ・地球温暖

化 ・都市環境問題等について等の質疑応答があ り、収支決算 ・監査は原案通り承認されました。

2号 議案 も承認され、3号 議案では ・日本の森 と自然を守る全国大会について、 ・アウ トド

ア資格検定について質疑応答があ り、そのあと札幌の会員Sさ んより 「明日の糸 トンボの移動

の協力要請」 と津別のTさ んより、鹿の害について 「森林は若い木がな くなって大変。森林が

森林の役を果た してない。山の木は老木ばか り。昔は人害で山は荒れた。今は鹿の害で山は荒

れる。」と鹿の害について深刻 な問題の報告があ りました。

最後に前事務局長山辺巌氏 と新 しく事務局の仕事

をする飯原慶子氏の紹介があ り、和やかな話 し合 い

のうちに世紀始めの総会は終わ りました。例年にな

く、会員の意見が多 く聞くことができたと思います。

(大久保フヨ記)

なお、2000年 度事業報告および収支決算(1号 議i

案)、2001年 度事業計画および収支予算(2号 議案)

の要点は、総会に先だち、会員にお送 りした 「議案

の概要」 を参照 して ください。
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自然保護講演会

日高山脈の 自然を後世に残すために

北海道大学大学院環境科学研究科教授 平 川 一 臣

はじめに:地 球の生命36億年の歴史を考えるのに、渦巻 き状の年表を使うと分か り易い。これ

を約36mの トイレットペーパーとみなすと、1億 年で1m、 人類が登場 して、氷河期を経験

するのが第4紀200万 年前で2ミ リ、これでは用は足せない長さだ。

1920年(大 正9年)の 最初の地図を見ると、1886年(明 治19年)に 十勝に開拓 に入った晩

成社は、たった35～6年 で広い面積の森林を伐採 して開墾した。森林の破壊は川の氾濫をも

たらし、地層に証拠を残す。オイカマナイ川流域の泥炭地で、駒 ケ岳火山灰(1856年)や 和

人の影響を示す地層が確認されている。

もっとも新 しいものでは、1975年 に大樹町の海岸で突堤を造ったら、海岸崖地が侵食され

防霧林が被害を受けることになった。突堤 も防霧林 も公共事業でやっている。

日高山脈の成 り立ち:500万 年前頃日高山脈では活発に上昇 していたと思われる。急上昇と言っ

ても1年 に1mmく らいで千メー トル高 くなるのに100万 年かかる。帯広の地下ボー リングか

らこの頃の火山活動の跡 を示す結果が出ているので、日高山脈は200万 年前 には相当高い山

で、火砕流や巨大礫が広範囲に広がっていた。豊頃海岸の直径2mの 巨大岩礫もその良い例だ。

日高山脈の氷河:氷 河は気温と降雪量と地形でつ くられる。ポロシリ直下や トッタベツ七つ沼

カールの氷河地形か ら氷期にどの程度の氷河があったか解析 されている。4万2千 年前に噴

火 した支笏火山灰を目印に、氷河の分布や動 きを知ることが出来る。大量に降った火山灰は

氷河を急激に溶かしたり、氷河の底に証拠を残 したりしている。

日高山脈の奇跡:2年 前からポロシリ岳 とトッタベツ岳の山頂付近に2時 間置きに計れる温度

計 を置いている。夏の日平均気温は15℃ だった。10℃以下だと森林限界になる。山頂付近は

風が強 く15℃あっても樹は生えない。

北海道はアジアモンスーン地帯の一部で雨量が多い。そこで2000mの 標高と言うのは絶妙

の高さだといえる。 もしヨーロッパアルプス並みの高さがあると、氷期には巨大な氷河がで

きて、大 きなU字 谷の上に 「氷河の肩」というスキー場や放牧地に良い場所になる。緯度が

高いとアイスランドのように台地全体が氷河で覆われ、急 な谷は出来なかっただろう。山頂

近 くに氷河地形があってお花畑になり、急峻で複雑なV字 谷には人を近づけない野生生物の

世界がある日高山脈は、世界で も稀な山岳原生景観を残 している。さらにここがアイヌ民族

と言 う自然 と共生する智恵をもった人々の住処であったの も幸い した。このことを広 く皆 さ

んに訴えて大事に していきたいと思 う。

2001年5月26日(:D総 会記念自然保護講演会要旨
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おもうこと

一各地 の会員の声 一

・自然保護学校が楽 しみです。今迄 どう り長 く続 けて下 さい ます よう。(札 幌市 ・Mさ ん)

・札幌市南 区の簾舞 ダムの市道建設 に町 内会役員 として関係 してい ます。 もし、その事 が議題

となる様 で した ら発言 したい と思 います 。(札 幌市 ・Kさ ん)

・日高山脈 を守るために、会員一人 ひ とりが で きる こと。例 えば署名、小 さな学習会 など、方

針 の具体化の中に提起 してほ しい。(札 幌市 ・0さ ん)

・自然保護学校 に参加 したかったのです が、 日程が合 わず残 念で した。次回御案内お待 ち して

い ます。(札 幌市 ・Nさ ん)

・自然 ガイ ドの資格化、条例化の動 きがあ り。それが一部の私的機 関によって進 め られている

よ うす 。自然保護iの理念が反映 され るよう影響力 を発揮 して 、正 しい方 向に導 くようご尽力

いただ きた し。(札 幌市 ・Kさ ん)

・自然観 察会 は よく参加 させてい ただい てい ます。5/13日 、五 ノ戸 の森 の時 は午後 か ら講演

会 と一般 の人たち との意見交換があ り、 とて も参考 にな り面 白かったです。 自然保護 の意識

向上に も役 立った と思 う し、たまにそ うい う企画 もある といいですね。(札 幌市 ・Mさ ん)

・ホームペー ジのア ドレスを もっ と宣伝 して下 さい。WWFの パ ンダマー クの ように、 親 しみ

やすいマー クを作 っては?ナ キウサ ギ、エ ゾモモ ンガ、シマ フクロウなど、女性 や子 どもが

親 しみ もて るような もの!(札 幌市 ・0さ ん)

・利根別 自然休養林(岩 見沢市)は 散 策路 を作 った ことに よ り破 壊が 目に見 えてすす んでい ま

す 。「自然 を守 る」運動が地域 で起 こす ことがで きず残念 に思 ってい る ところです。

(岩見沢市 ・1さ ん)

・壊 される自然 に比 し、守 られ る もの はまだ わずかです。 もっ ともっ と身近 かな ところで の保

護運動 が広が るこ とを希 ってい ます。(室 蘭市 ・Nさ ん)

・3/31付 で仕事 をや め、4/1～ 自立 中。真狩村 にて写真 と自然 ガ イ ドのシステムサー ビス

をた ちあげ ま した。 ヨロシクお願 い申 し上 げ ます 。(倶 知安 町 ・Kさ ん)

・まだ まだ町村 には、 自然保護 といいなが ら開発 を重視 している所 が多い と思います。協会 は、

強い意見 を固持 してほ しい ものです 。(弟 子 屈町 ・1さ ん)

・野生動物への餌 付け について、かっては、観光バス ガイ ドが率先 して餌 を与 えていた と聞い

たこ とがあ るが、現在は どうなのだろ うか。観光業者 に対 して 「餌付 け禁止」の アナ ウンス

を義務付 けるこ とも必要で はないで しょうか。(埼 玉県 ・Aさ ん)

・日高 の道路 の必要 はあ りませ ん。 もうこれ以上 自然 を傷め ないで欲 しい。(八 王子 ・Hさ ん)

(総会出欠ハガキの中より抜粋しました)
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お ・し ・ら ・せ

第302回1V:408-」 自然保護観察指導 員講習会(北 海道)

2001開 催 ご 案 内

主催 社団法人 北海道 自然保護 協会

財団法人 日本保護i協会く碕CS-J

北 海 道 自 然 観 察 協 議 会

1.受 講対象者 と資格

18才以上の方で自然保護教育の必要性を認識 し、自然観察会活動の推進に意欲があり、期

間中のすべての講義および野外実技を受講できる方。なお受講修了者は㈱ 日本自然保護協議

会 の 自然観 察指導員 として登録 され ます。本講座 は全 国各地の どなたで も受講で きます。

2.期 日および会場

2001年9月14日(金)～9月16日(日)2泊3日

国営滝野すず らん丘陵公園T肌011-591-0303〒005-0862札 幌市南 区滝野247番 地

3.申 込方法 ・締切 日 ・その他

定 員60名 受講者 は抽選で決定 いた します。(な お電話での 申 し込 み受 付 はい た

しませ ん)道 内50名 道外10名

締 切 日 道内の方:2001年8月17日 ㈹ までに必着の こ と。

道外の方:2001年8月10日 ㈹ までに必着 のこ と。

4.講 師

柴 田 敏 隆(財 旧 本 自然保護協 会理事 ・三浦半島 自然保護 の会会長

今 井 信 五(財 旧 本 自然保護協 会参与 ・しろうま自然の会事務 局長

日本エ コ ミュージアム研究会理事

他5名

5.費 用

31,500円(両 主催団体非会 員)27,500円(北 海道 自然保護i協会員)

26,500円(日 本 自然保護協 会員)22,500円(両 主催団体会員)

申込 ・問合 せ先

(1)道 内の方 〒060-0003札 幌市 中央 区北3条 西11丁 目 加森 ビル6F

社 団法 人 北海道 自然保護i協会 ・講i習会担当TEL・FAXO11-251-5465

(2)道 外 の方 〒102-0075東 京都千代 田区三番町5-24山 路三番町 ビル3F

財団法人 日本 自然保護i協会 ・普 及部'E正03-3265-0525
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あ ・ら ・か ・る ・と

新 刊 紹 介(こ こに紹介する本は寄贈図書です。)

「自然保護講義」

畠 山 武 道 著 北 大 図書 刊 行 会¥2,800A5版

自然保護 に関心 を持つ市民に とって も頼 も しい本が出版 された、,自然保護 にかか わる法 律

を幅広 く体系的 に解説 している,,

法律 の本 といって も堅苦 しい本では な く、自然保護 を考える市民 が読んで、す ぐに役 に 立

つ平易 な内容で コラム的に実際 に起 こった問題 を解説 してい るの も理解 を深めるのに役に 、乞っ

ている、,欲をいえば最近制定 され た 「北海 道野 生生物保護 条例」について、法体 系上 の位 置

づ け と自然保護i上の役割の解説が もう少 しあれ ばと感 じたが 、別な機会に期待 しよう,、

「絵 と検索表 皿」北海道 夏～秋の花

梅 沢 俊 著 ・村 野 道 子 絵 エ コ ・ネ ッ トワ ー ク¥1,200A5版

北 海道に も待 ちに待った春がや ってきま した,,あ ちこ ちか ら花のた よりが聞こえてきます、,

さて 、待望久 しい 「絵 と検索表m北 海道 夏 ～秋の花」 をこのたび発行いた しました、,

1997年6月 に発行 した同シリーズの 「初 夏の花」以来3冊[1で あ り、いわば完結編 に当たる

ものです。

図鑑等 の記載 を もとに植物 を識別 しようとす ると、専 門用語が分 からなか った りして、 よ

ほ ど草花 に習熟 しない と難 しい とい うのが実際 です,,こ の検索 表シ リーズは、そ んな部分 を

補 うために、紛 らわ しい種類 を イラス トで比較 して名前が わかる ように工 夫 されています,)

自然愛好家 は もちろん、自然調査の プロや 、植物画 を趣味 とす る方 々など、北海道内 ・道 外 を問 わず 、思 い も よら

ないた くさんの方面 か ら、大変分か りやす い と好評 を もって迎 え られています 。特 に夏か ら秋 にか けて咲 く花 は地

味 で よく似 ている ものが多いため 、新作 「夏 ～秋 の花」 は一一一層お役 に立てるこ とで しょう,、

全国的に も類 書をみないこの種の 出版物 をで きるだけ多 くの方に利 用 していただ きたい と思います 。

「箱 船 にの っ た鳥 た ち」 一ある野鳥病院の物語一

キ ッ ト ・チ ャ ブ 文 ・絵 黒 沢 優 子 訳 福 音書 店¥1,680A5版320ペ ー ジ

著者の キッ ト・チ ャブ さんは、鳥の専 門家ではあ りませんが 、野生の鳥の窮状 を見て 、当 時だ れ もが否定 的 に見

てい た野生動物救護の分野 に果敢に挑戦 した 入です。以来1一年あ ま りの救護活動の中で 、 と りわ け興味 深 い話題 を

集め たのが 、この本です。

最近 は 日本で も野生動物の救護が注 目を集め るようになって きま した。ただ、地球全体 の環 境悪 化 を考 える と、

鳥1羽 を救 うこ とに どれほどの意味があ るの か、不安 になるこ ともあ ります 、,ですが この本 は、 目の前 にあ る問題

にまず取 り組 むこ との大切 さを教 えてい ます 。行動す ることによって、わかって くるこ ともた くさん ある のです 。

失敗 し、つ まづ きなが ら人は賢 くなってい くのです 。

物 語の主人公は、病院に収容 され たた くさんの野鳥 たちです,,個 性 的な鳥たちは、読 者 に た くさんの 感動 を喜 び

を もた ら して くれる ことで しょう。子 どもたちは もちろん、 自然や野生動物救護に関心 を持 つ 人々 に、ぜ ひ読 んで

いただ きたい と思 ってい ます。

「北の草花散歩」

塩 田 惇 著 自由 出版¥1,000新 書

この図鑑は、普段 、河川敷や家の周 りなどで よ く見か ける植物 を中心 に、子供 で も使 えるようにや さ しい 説明 と、

気づ いたこ とを自分で記 入で きるようになって いて、今 まで にない新 しい タイプの植物 図鑑 です 。

平易な内容は、子供だけてな くお年寄 りやハ ンデ ィーのある方 の散歩 、健康のためジ ョギ ング してい る方 な ど多

くの人に も使っていただけるや さ しい植物 図鑑 と思 います 。
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活 動 日 誌

2001年2月

6日:自 然保護i学校 開校

13日:"

20日:"

25日:高 山植物盗掘防止 シンポ ジウム

26日:拡 大常務理事会

27日:自 然保護学校終了

2001年3月

3日:シ ンポジウムはるかなる 日高山脈

9日:業 務監査

24日:理 事会

2001年4月

4日:豊 平川 ウオ ッチ ャーズ と話 し合 い

7日:第14回 日本の森 と自然 を守 る全 国集会

実行委員会

9日:理 事会

17日:拡 大常務理事会

21日:野 幌の森 フォー ラム。理事 出席

2001年5月

7日:NC編 集打 ち合せ

12日:第14回 日本の森 と自然 を守 る会実行委

員 会

27日:豊 平川 ウオ ッチ ャーズ と植物観察会

2001年6月

9日:第14回 日本の森 と自然 を守 る全 国集会

実行 委員会

9日:ウ トナ イ湖 ・サ ンクチ ュア リ20周 年記

念大会 。俵会長 出席

14日:拡 大常務理事会

22日:第14回 日本の森 と自然 を守 る会全 国集

会発 送作業

平成13年度
第12回 滝野 の 自然 に親 しむ集 い

期 日8月11日(土)、12日(日)

場 所 滝 野 自然 学 園(札 幌 市 南 区 滝 野106)

対 象 小 中学 生 とそ の 保 護 者 定 員100名

参 加 費1人2,900円(子 供 ・大 人 同 額)

申 込 み 住 所 ・電 話 番 号 、 参加 者 全 員 の 氏 名 ・年

齢 をfax又 は電 話 で 下記 の事 務 局へ 〒0

60-0807札 幌 市北 区北7条 西5丁 目

ス トー ク マ ン シ ョ ン704自 然、ウ オ ッチ

ン グセ ン ター(盈/faxO11-736-3165)

申 込 期 間7月1日 ～27日

間 合 せ 先 上 記 事 務 局 又 は北 山

(盈011-642-0177faxO11-644-5490)

要 望 書 な と

■2001年2月23日

道知事宛 「日高横断道路は目的が破綻 し必

要性が失われているので工事を中止 し 『21

世紀の日高山脈の自然』を考えることを求

める申入れ書 ・質問書」

■2001年2月23日

道知事宛 「日高山脈襟裳国定公園内で工事

される日高横断道路に対 して行為許可(協

議への同意)を 与えないことを求める申し

入れ書 ・質問書」

■2001年2月23日

北海道開発局長宛 「日高横断道路の新年度

工事費を凍結 し直ちに政策評価を実施する

ことを求める要望書」

■2001年3月26日

札幌市長宛 「市道砥山豊平川沿線(八 剣山

地区)着 工見合わせを求める要望書」

■2001年5月30日

「日高横断道路」申し入れ書 ・質問書への

道知事回答書

■2001年5月31日

道総合企画部地域政策課長宛 「北海道アウ

トドア資格制度検討結果報告書」に対す る

意見書

..認薪:1墾:会;i:覧舞:i;iii紹享憂;;iiii警;iiiiiiiii:iiiiiiiill:;iii:;::::}:1;:ii

2001・1か ら2001・6・20ま で

【A会員】鏡谷 光司 花岡美代子 駒田 稔

中田 清和 今村 春民 前田 満

永原 三枝 飯原 慶子 塙 光男

馬場 好晴 植村 直己 齊藤 俊郎

清水 基陽 片平 洋子 山内 和美

伊藤由貴子 沖田 実 森 尚久

小泉 武栄 大淵 逞次 草川かほる

折原 浩司 南 哲郎 大沼 良司

竹中万紀子 中島 正雄 田宮ひろ子

3月 吉崎 次夫20,000円

匿 名3,000円

長谷川 栄8,000円

松川 信子6,000円

4月 山辺 巌5,000円

5月 山本 真1,000円

6月 匿 名5,000円
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*お 知 らせ コーナ ー*

日 時

場 所

見つめなおそう日本の森 地域と地球から

第14回
日本 の森 と 自然 を守 る全 国集 会in北 海 道

2001年10月13日(±)～15日(月)

共 済 ホ ー ル 容011-251一 一7333

札幌市中央区北4条 西1丁 目

映画 「セ ンス ・オブ ・ワンダー ……
レイチ ェル ・カーソンの贈 りもの …」

会員からの要望 もあり、自然保護協会で上映を

検討 しましたが、他団体 との競合 もあって独自の

上映会は計画できませんでした。センスオブ ・ワ

ンダーの上映計画をお知らせ致 しますので、ぜひ、

ご覧くださるようお願いします。

7月3日(火)旭 川市 旭川隣保会

7月3日(火)札 幌市 ちいさなえほんやひだまり

(ち えりあ)

7月4日(水)ニ セコ町 ぶち・とよさと自然観察会

7月7日(土)札 幌市 生活クラブ生協

(サ ンプラザホール)

9月29日(土)札 幌市 札幌友の会

9月30日(日)苫 小牧市NPO法 人がるだする

10月5日 ㈹ 小清水町 ㈱小清水 自然 と語る会

10月21日(日)大 樹町 南十勝太平洋の自然を

考える会セキレイ会

11月1日(木)札 幌市 北海道大学上映実行委員会

(北大 クラーク会館)

未 定 札幌市

定

定

定

未

未

未

小樽市

稚内市

中川郡

NPO法 人北海道

自然体験学校NEOS

北海道 自然文化教育促進会

㈲宗谷岬 えこびれっじ

堀田 誠嗣

郷土の森を育む、究める

記念講演

基調報告

～㎝

氏

氏

ル

子

夫

一
淳

恒

ホ済

井

嵐

共

部

+

ー

田

五

会誌 「北海道の自然」卜b39八 巻論文54一 ジに

誤 りがありました。お詫びして訂正 します。

上段終わりから1行 目 誤 「保全」 正 「保存」

中段終わりから7行 目 誤 「保存」 正 「保全」

「ボ ー一ムベ ー ジ」*更新 しま した

ホ ー ムペ ー'ジに 自然 観 察 会 のペ ー ジが 写 真 入

りで増 設 され ま した 。観 察会 に参 加 した 人 、 こ

れ か ら出 てみ よ う とい う方 必 見 のペ ー ジ です 。

http:伽ww.jade.dti.ne.jp/～nchokkai/

kansatu.html

英 文 版 もで き ま した 。表 紙 のペ ー ジ の右 上 カ ウ

ン ター の 上 のEnglishEditionを ク リ ッ クす る

と英 語 版 が 見 られ ます 。外 国 の お友 達 に お す す

め下 さい

*http:〃:www.lade.dti.ne.lp/～nchokkai/

**nchokkai@jade.dti.ne.jp

会費納入のお願い
会費納入については日頃ご協力をいただいて

おりますが、未納の方は至急納入下さいます よ

うお願いいたします。

個人A会 員

個人B会 員

4,000円

2,000円

(A会 員と同一世帯の会員)

学生会員
団体会員1口

〔会費納入方法〕
郵便振替口座

2,000円

15,000円

02710-7-4055

北 洋 銀 行 大 通 支 店(普 通)017259

北 海 道 銀 行 本 店(普 通)101444

札 幌 銀 行 本 店(普 通)418891

※ この紙は再生紙を使用してい紘@
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